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ISO 22000:2005 食品安全マネジメントシステム
序文
本書式はISO22000食品安全マネジメントシステムの認証準備の為の御社とBSI MS間の契約を可能とする為にデザインされたものです。本書式を電子的手段で入手された場合は、印刷することなく直接記入することが可能ですが、必要に応じ、印刷し記入することも可能です。

本書式上の情報と御社から提供された関連書類の情報は全て御社とBSIの間での機密情報として扱われます。
本書式にて必要とされる情報や関連書類の提供に関して何らかの問題がある場合は本書式を御社にお届けしたBSIの担当者へご連絡いただきますようお願いします。
	書式記入日:
	     

	登記会社名:
	     

	住所:
	     

	追加拠点
	     

	受審最高責任者名
今回の認証範囲の最高責任者であること
	     

	責任者名
	     

	役職
	     

	電話番号
	     

	e-mail アドレス
	     

	ホームページアドレス
	     

	ファックス
	     


	登録認証範囲を明記下さい
（全製造工程の各段階の工程用語を

記載して認証範囲を表して下さい）
	     

	製品アイテム数と保管（流通）温度

及び製品タイプ（種類別等）の詳細
	     

	製造ラインとそのラインでの製造アイテム数は？
（複数ラインが存在する場合はライン毎
で記載をして下さい）

（認証対象ラインでは製造全アイテム
が認証対象製品となります）
	     

	他のシステム認証をお持ちですか？
	はい　　いいえ

	お持ちの場合、既に取得しているマネジメント
システム認証スタンダードをご記入ください。
（例：ISO9001:2000、ISO14001:2004等）

	   
 FORMTEXT 

     
  

	差し支えなければ、システム認証はどちらの認証機関から受けていますか？


	   
 FORMTEXT 

     
  

	御社で運営している HACCPプラン数？

（フローダイアグラムと危害分析を1つの
組合とするとそれらが幾つありますか）
	     

	CCP数？

（複数のHACCPプランが存在する場合は

HACCPプラン毎で数えて下さい）
	     

	自社内研究所試験施設を所持しているか？

（製品開発に使用する研究施設或いは製品の
化学的又は微生物的検査を行う施設です）

（所持している場合は簡単に内容を記して
下さい）
	     

	認証対象部署等の全従業員数と、
従業員のシフト毎（該当する場合）の人数
	     
     

	製造施設のサイズ及び施設状況？

（①認証対象事業所の数 或いは 1施設内で
複数のラインが存在する場合はラインの数）

（②1施設内で認証対象ラインと
非認証対象ラインの有無状態）
	     

	食品安全マネジメントシステム運用の開始時期、
内部監査及びマネジメントレビューを
実施した日は？
	     

	右記に示すプロセスをアウトソースしている
場合は○をつけてください。
また、その場合は内容を簡潔に記載してください。
	□営業　□設計　□製造　□検査　□物流
□その他　（内容）　例）製造（ファブレス）
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

	品質マニュアルは完成していますか？（○印）
	はい　Y　　/　　いいえ　N

	前質問を「No」と答えた方へ、品質マニュアルは
いつ頃完成予定ですか？
	年（西暦）　　　　　月　　　　　日

	該当する法的要求事項は明確にされていますか？
	はい　　　いいえ


	初回審査開始希望時期
	年
	月頃
	認証目標
	年
	月頃


	マネジメントシステムについて　Certification Requirements

	システム構築に際してコンサルタントを利用されていますか：
Use Consultant?
	Yes
	
	コンサルタント名： 

	
	No
	
	

	貴組織はBSI Japanのサービスについてどのようにお知りになりましたか：



該当製造・製品カテゴリーに印をつけて下さい。
	 FORMCHECKBOX 

	A – 農業 1 – 動物・魚・卵生産（飼育）、養蜂、漁業、狩猟、捕獲
	 FORMCHECKBOX 

	B – 農業 2 – 植物、果物、野菜、穀物、香辛料、園芸製品
	 FORMCHECKBOX 

	C – 処理 1 

(傷みやすい動物製品)飼育後の全活動。例：肉･鶏肉･卵・牛乳･魚製品の為の解体処理

	 FORMCHECKBOX 

	D – 処理 2 – 生鮮果物と果物ジュース、保存果物、生鮮野菜、保存野菜
	 FORMCHECKBOX 

	E – 処理 3 – （常温での長期保存品）缶詰製品、ビスケット、スナック、油、飲料水、飲料、パスタ、小麦粉、砂糖、塩、調理材料
	 FORMCHECKBOX 

	F – 飼料生産 – 動物飼料と魚飼料

	 FORMCHECKBOX 

	G – ケータリング – ホテル、レストラン、厨房、店舗
	 FORMCHECKBOX 

	H – 流通 – 小売、小規模商店、卸売
	 FORMCHECKBOX 

	I –サービス –水供給、清掃、下水、 廃棄物処理、製品・製造過程・製造機器の開発、 獣医サービス

	 FORMCHECKBOX 

	J – 輸送と貯蔵
	
	
	
	

	 FORMCHECKBOX 

	K – 機器製造 – 処理機器、自動販売機
	 FORMCHECKBOX 

	L – (生)化学製造 – 添加物、食品ガス、ビタミン、殺虫剤、薬品、肥料、洗浄剤、生物培養
	 FORMCHECKBOX 

	M – 包装材料製造 – プラスチック、紙・厚紙、金属、ガラス

	 FORMCHECKBOX 

	その他。詳細を記載下さい。：      


	※より正確な見積作成のために、貴組織の認証範囲に含まれる部門・課等を示す資料（組織図等）があれば、このアンケート用紙に添付又は別にお送り下さい。

	ご署名

	Signed:  　　　　　　　　　　  

               


	役職

	Title:                                　　

               


	日付

	Date: 
　　　　　　　　　　　　
               


	ご記入後、右記へご返送下さい。
On completion of this form please return it to:
	BSI グループ ジャパン株式会社 
BSI Group Japan K.K.  
〒107-0061東京都港区北青山2-12-28　青山ビル5階
5th Floor, Seizan Bldg., 2-12-28 Kitaaoyama, Minato-ku

Tokyo 105-0001 JAPAN

Tel:  (03) 6890-1172    Fax: (03) 6890-1181　Internet: www.bsigroup.com


※ご記入いただきました個人情報は、当該の見積りのご案内以外の目的には使用いたしません。
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